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兵 児 女児 /△一二口ロ
小学５年 ５３ ５２ １０５
中学２年 ８０ ７９ 1５９
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好き 嫌い 好き 嫌い
小Ｓ男 3３ １ 1１ ６
小Ｓ女 2５ ０ 1８ ３
に .２男 3８ ８ 2４ 1０
Ｅ .２女 3９ １ 2７ ７
高２男 2３ １ 3２ ３
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児童・生徒へのアンケート結果で一番意外だったのは、食べることが楽しいと答えなかった者が
多かったことである｡他の食習慣を調べると、「朝食の摂取」「手伝いの数」「いただきますを言う
か」の点で関連があった。楽しいと感じられない要因がこの点にあると思われる。幼児期からの
食の楽しきの経験により、朝食の摂取や手伝いの積極性、食への感謝の気持ちが高まるのではな
いだろうか。別の観点からすると、「楽しい」のとらえ方の違いも考えられる。現代は楽しいもの
や刺激の多いものが豊富に揃っており、「食べる」という行為を楽しいとは捉えていないのかもし
れない。
全国調査によると、朝食を摂らない者は小学５年生で約４％である。今回の結果では、５年生
で１０％を超える者が朝食をほとんど食べないと回答していた｡母集団の人数が少ないとはいえ、
これは健康な生活・発育の点で問題である。
附属学校園では、給食がなく、弁当を持参する生活が習慣化している。保護者はマンネリや偏り
を気にしているが、児童・生徒は「弁当が好き」という意見が圧倒的に多かった。また、幼児期
の弁当が好きだったという意見も多かった。幼児期の弁当に対する好ましい印象がずっと続いて
いるということである｡保護者が心を込めて作った弁当が子どもの心にも通じていると思われる。
手伝いは食べる行為そのものではないが、食への関心や感謝の気持ちを育てるものであり、是非
参加させたい。いずれ、自分で調理するようになるので、楽しい経験をさせたいところである。
特に小学５年生の女子では、手伝いを多くしており、この時期までに保護者が余裕を持って、手
伝いを奨励し、褒めることでその後の食生活が変わるのではないか。
食べる姿勢について注意される者が多かった｡姿勢は食だけでなく、学習や運動にも関連がある。
幼児期からの習慣化と、姿勢を支える筋力やバランスを身につけさせる必要がある。
「いただきます」は食への感謝の気持ちの現れであり、マナーである。感謝して楽しく食べるた
めに､その意味も含め幼児期から習`慣化させたい｡幼児とともに食べる周囲の者がモデルとなり、
手を合わせて心を込めて食べるようにしたい。
好き嫌いの変化は、保護者アンケートと若干異なったが、どうしても食べられないものが１～２
品あっても、同じ食品群の他の食べ物を食べることなどで補える。食品を選択する力を徐々に０
けていければよいのではないだろうか。
アンケートに多数の保護者が協力してくれた。食は関心の高いものであり、生きるために不可欠
なものだからであろう。食生活・食育は家庭が基本であるが、集団での食育のよざも活かしなが
ら、家庭とともに子供の健康を支援していきたい。
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